























































準備金 200 預金 1,000
貸出 800 　
第一銀行の貸出先（借り手）企業 A がこの800ドル





準備金 160 預金 800
貸出 640 　
第二銀行の貸出先企業 C がこの640ドルを企業 D に
支払い，企業 D がそれを第三銀行に預金する。第
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央 銀 行 で あ る 連 邦 準 備（Federal Reserve，
Fed）が直接コントロールできると想定されて
いる。






























































































































インジアンの Jones（2011）の IS／MP 分析と整合
的であると思われる。というのは，「日銀理論」や















て，マクロ経済的な枠組みを展開している貨幣的循環理論（theory of monetary circuit, monetary circulation theory）」
（内藤2011: 49）を，ポスト・ケインズ派に導入しようとする試みである。「この理論は，ポスト・ケインジアン内部の
論争との関連では，ホリゾンタリストに近く，論争の軸は，貨幣的循環論的な枠組みとストラクチュラリズムの間に移


























































































　第一に，愛知県の銀行 X が県内の企業 A に設備
投資資金を融資し，企業 A がその資金で東京都の






















































16） なお，Romer（2000: 157），Figure3には，横軸が産出量，縦軸が実質利子率となる IS／MP 分析のグラフに，右下が












































　第三に，愛知県の銀行 X が県内の企業 A に設備
投資資金を融資し，企業 A がその資金で愛知県の
企業 C から設備を購入し，この企業 C はその資金
を愛知県の銀行 Z に預金するケースを考える。こ
の場合，他の事情を一定とすると，愛知県の預金残
高は銀行 X の融資の実行とともに増大し，企業 A
の企業 C への支払いとともに銀行 X からは預金が

























2001 −6.9％ 3.6％ −5.0％ −10.1％ −6.7％ −6.8％ −1.7％ −6.3％ −6.4％
2002 −8.2％ −17.2％ −4.9％ −25.0％ −8.5％ −8.3％ −2.8％ −7.9％ −7.8％
2003 −8.3％ −20.8％ −2.8％ −1.1％ −7.2％ −7.1％ −1.8％ −6.7％ −6.6％
2004 −2.7％ −10.5％ −1.7％ 0.0％ −2.4％ −2.4％ −2.2％ −2.5％ −2.4％
2005 1.2％ 11.8％ 1.0％ 1.1％ 1.2％ 1.2％ −5.0％ 0.6％ 0.5％
2006 5.3％ −10.5％ 1.4％ 1.1％ 4.3％ 4.4％ −5.6％ 3.3％ 3.4％
2007 −1.0％ −11.8％ 0.5％ 1.1％ −0.8％ −0.7％ −4.7％ −1.1％ −1.1％
2008 −0.6％ −20.0％ 1.7％ 0.0％ −0.3％ −0.2％ −4.9％ −0.7％ −0.5％
2009 −3.5％ −16.7％ −0.5％ −1.1％ −2.9％ −2.9％ 4.7％ −2.3％ −2.2％
2010 −2.2％ −40.0％ −1.9％ 0.0％ −2.2％ −2.0％ 0.9％ −1.9％ −1.8％
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